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T-2588の 内科疾患におけ る有用性についての臨床的検 討

加 藤 達 雄 ・山 根 至 二 ・真 下 啓 明

東京厚生年金病院内科

新経口・セフェム薬T-2588の 臨床有用性について検討した。 対象は内科外来息者10例 で,内 訳

は呼吸器感染症9例,尿 路感染症1例 であった。投与量は通常300mg/日 分3毎 食後で,投 与日

数は6～13日 である。全10例 の投与成績は著効または有効7例,や や有効3例 であり,極 めて良

好な治療成績を得た。全例で投与数日内に解熱,自 血球数,CRP,血 沈の正常化,喀 痰の性状の改

善,喀 痰量の減少,肺 炎の3例 では胸部X線 所見の著明な改善がみられた。分離菌別では,S.pmen-

moniae 3例,H.influenzae 2例,Serratia sp.1例 ではいずれも消失 したが,S.aecreusは 除菌で

きなかった。 やや有効3例 中2例 は肺に器質的な異常を有するものであった。副作用のみられたの

は1例 で1回200mgの 投与で胃症状を示 したが,1回100mgの 投与に切 り換えたところ服用可

能であった。 その他にはみるべき副作用もなく,慢 性肝炎,甲 状腺機能尤進症に対 しても影響なか

った。

新セフェム系経口薬T-2588は 富 山化学工業(株)の

開発した新薬で,体 内で有効なT-2525に 変換され,従

来の経ロセフェム系薬ではみられない抗菌スベクトラム

の拡大,抗 菌力の増大,お よび β.ラクタマーゼに対す

る安定性がその特徴 とされている1)。われわれはT-2588

を尿路感染症および呼吸器感染症に使用 し,そ の臨床的

有用性について検討した。

I. 対象および方法

対象は昭和59年4月 より60年3月 まで東京厚生年

金病院内科外来を受診 した10名 で,男3名,女7名,

年齢31～79歳,尿 路感染症1例,呼 吸器感染症9例 で

あった。呼吸器感染症9例 の内訳は上気道炎1例,気 管

支炎5例,肺 炎3例 である。T-2588の 投与量は,通 常

300mg/日 分3毎 食 後 で,一 部 に200mg/日 分2,

400mg/日 分2の ものもあった。投与日数は6～13日 で

あった。

効果判定には自覚症状の消失,解 熱,白 血球数,血 沈

の正常化,CRPの 陰転,喀 痰の性状の改善,喀 痰量の減

少,胸 部X線 所見上の陰影の縮小.消 失,分 離起炎菌の

消失などを指標とし,そ の改善度と改善の早さより,著

効(Excelkent),有 効(Good),や や有効(Fair),無 効

(Poor)と に分けた。

副作用としては,皮 膚症状,胃 腸症状などの自他覚的

所見のほか,尿 所見,血 算,肝 ・腎機能などを検査 した。

II. 成 績

T-2588の 投与成績をTable1,2に 一括 して表示 し

た。著効および有効は7例 で,尿 路感染症1例,上 気道炎

1例,気 管支炎2例,肺 炎3例 を含み,起 炎菌別にみる

とS.pneumoniae 2例, H.infiuenzae 1例 であった。

全例で投与数日以内に解熱,喀 痰量の減少,膿 性痰の消

失,赤 沈,CRP,自 血球数の正常化がみられ,肺 炎の3

例 ではX線 所見の著明な改善が1週 以内にみられた。起

炎菌は投与後では,い ずれも検出できなかった。

やや有効は3例 で,Table1,2のCase4,5,6で あ

る。Case4はH.infiuenzaeに よる気管支炎で,T-2588

300mg/日6日 間の投与で膿性疾は消失したが,な お少

量の喀痰の排出が続き,CCL1g/日7日 間投与 した所,

喀痰の排出はなくなった。この例では,H.influenzaeは

T-2588の 投与により検出不能となったが,同 時に検出

されたE.coliは 投与後 も検出されていた。Case5は,

胸部X線 写真上,陳 旧性肺結核の陰影を有する慢性気管

支炎で,検 出 され たS.aureusのMICはT-2588,

amoxicillin(AMPC)と も3.13μg/mlで あ った。T-

2588 200mg/日7日 間,引 き続き300mg/日5日 間の

投与で,喀 痰の膿性度の低下,喀 痰量の減少がみ られた

が,な お,少 量の粘液膿性疾の排 出は続 き,S.aureus

も中等量に検出された。さらにampicillin(ABPC)750

mg/日14日 間 の投与で喀痰は殆ど消失,S.aureusも 減

少 した。Case6は 気腫性嚢胞と肺気腫 とを伴った79

歳の女性で,膿 性痰の増加と呼吸困難を訴 えて来院 し

た。T-2588 300mg/日7日 間の投与により,膿 性疾は

少なくな り,投 与前に喀痰培養で認め られたS.Pneu。

meniaeお よび少量のSematiaは いずれも消失したが,

少量の粘稠な疾の排出と呼吸困難は続き,去 痰剤とネブ

ライザーを併用 して自覚症状の改善がみられた。

副作用のみ られたのは1例(Case3)で,気 管支炎の

62歳 女性であった。身長143cm,体 重38kgと 小柄で

あり,T-25881回200mg,1目2回 の投与で39℃ に
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Table 2 Laboratory findings before and after treatment with T-2588

B:beforeA:after
*:Iu

Fig. 1 Case 3 Chronic bronchitis acute exacerbation

及ぶ高熱は2日 で解熱したが,悪 心,食 欲低下著明とな

り,2日 間で服用を中止 したところ,こ れ らの胃症状は

改善したが,中 止2日 目より再び発熱した。1回100mg

1日3回 の投与を再開 したが,今 度は胃症状などの副作

用もなく,7日 間の投与で著効を得た(Fig.1)。 その他

の9例 では副作用を認めなかった。慢性肝炎2例(Case

1,8),プ ロピルチナウラシルにより治療中の 甲状腺機

能亢進症1例(Case10)の 合併症に対 しても.T-2588

投与による影響はみ られなかった。

T-2588投 与後,S.aureusに 菌交代を示 した ものは

1例(Case9)で あ った。

III. 考 案

富山化学工業(株)に よって新たに開発されたT-2588】

は従来の経ロセフェム薬にはみられない幅広い抗菌性を

もっている1)。われわれはT-2588を 尿路感染症1例,

呼吸器感染症9例 の 内科外来患者に投与 した が,投 与

10例 に対 し,著 効または有効7例,や や有効3例 と極め

て良好な治療成績を得た。

呼吸器感染症の起炎菌は,判 明 しているものではS.

pneumoniae, S.aureusな どのグラム陽性菌などの占め
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る割 合 が 多 く,グ ラム陰 性 桿 菌 で はH.infiuenzaeが 大

部 分 で,そ の 他,E.coliやKlebsiellaな どが 挙げ られ て

お り,従 来 よ りペ ニ シ リ ン剤 や 新 しいセ フ ェム 薬 が有 効

とされ て い るが,耐 性菌 の 出現 もみ られ て い る。 そ の

他,起 炎 菌 の 不 明 な 場 合 も,約50%に 認 め られ て い

る2)。

わ れ わ れ の 呼 吸 器 感 染症9例 で はS.pneecmoniae 3

例,H.infiuenzae 2例,S,aureecs 1例,不 明4例 で,そ

の他,Serratia, E,coliも 各1例 に検 出 され て い る。 こ

れ らの起 炎 菌 は,S,aureusを 除 き,い ず れ もT-2588に

良好 な感 受 性 を 示す こ とが知 られ て い る1)。T-2588の 幅

広 い抗 菌 スベ ク トラム が,わ れ わ れ の 良 好 な成 績 を得 た

原 因 であ ろ う。3例 で,や や 効 果 が 落 ち た が,う ち2例

は肺 の器 質 的 疾 患 を もつ もの であ り,こ れ らの例 では,

投与 量 や 投 与 方 法,あ る い は去 痰 剤 の併 用 な ど に よ り,

よりよい効果が期待される。

副作用には,み るべきものはなかったが,1例 で1回

200mgの 投与で胃症状強 く,服 用不能となった。この

例は小柄な老齢婦人であ り,息 者の体格により,1回 投

与量は100mgと すぺきであろう。

以上,わ れわれは尿路感染症1例,呼 吸器感染症9例

を含む,内 科外来患者10例 にT-2588を 投与したが,

有 効率も高く,副 作用も少なく,極 めて有用性の高いも

のと考える。
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CLINICAL EVALUATION OF T-2588 IN THE 

FIELD OF INTERNAL MEDICINE 

TATSUO KATO, YOSHIJI YAMANE and KEIMEI MASHIMO 
Department of Internal Medicine, Tokyo Kosei-Nenkin Hospital

The clinical efficacy of T-2588, a new oral cephem antibiotic, was studied in 10 cases consisting 
of 9 cases with respiratory tract infections and one case with urinary tract infection. T-2588 was 
administered at a daily dose of 200 mg, 300 mg or 400 mg. 

The clinical efficacy was evaluated as excellent in 2 cases, good in 5 cases and fair in 3 cases. 
The overall efficacy rate was 70%. Bacteriological elimination was in 3 strains of S. pneumoniae, 
2 strains in H. influenzae and one strain in Serratia sp. 

No side effects was observed except in one case of nausea inappetence. No abnormal laboratory 
findings was observed.


